
今後の PTA活動に関するアンケート結果（報告） 

決定事項の選択肢は、□で囲んであります。 意見欄：〇賛成意見△改善案●反対意見※質問→回答 

１ 保護者の方は、お子さんの所属部①〜③を、職員は④を選んでください。 

 

２ 役員について 

 （１）組織 

   A  専門委員(広報・厚生・研修)を廃止して、活動を精査した後、副委員長さんに兼務していただ

く形で活動内容を委ねてもよいか。 

 
〇活動を精査し、できるだけ兼任で行えることができれば、保護者の負担が減るのでよい。（3人） 

〇精査して、やりたい活動を選べれば、なおよい。 

 →副委員長 24名で相談し、活動内容を選んでグルーピングしたいと思います。 

〇今までの活動を継続するだけでなく、再確認して必要な業務を検討するのは良いこと。業務が少なくなれば

役員も少なくていい。 

〇活動の精査には賛成、その上で副委員長さん兼務でも賄えるようであれば賛成 

△活動を精査というより縮小した方が良い。 

△賛成だが委員決めの時に副委員長の大体の仕事の内容が分かってないと、受けてもらえない気がする。 

△精査されていないので、賛成とは簡単にはいえないが、普通小ではコロナ前より学年委員長は選考委員会

を、副委員長は専門委員を兼務して活動している。私自身、普通小で役員経験があるが、特に問題なく活

動できている。活動内容をきちんと精査すれば、さかとくでも兼務は可能だと思う。 

●1人の負担が大きくなると引き受けづらくなると思う。 

●一つの方が把握しやすい。 

●専門委員の内容にもよるが、副委員長さんの負担感が大きくなるのではないか。 

① 小学部：31.2％ 

② 中学部：10.6％ 

③ 高等部：10.1％ 

④ 職員  ：48.2％ 

① 賛成：90.４％→専門委員は廃止し、副委員長が兼務  

② 反対：９.6％ 

１０．６％ 



 

B  地区委員を廃止して、他の PTA活動でのグルーピングを地区毎などに工夫することで地区の保護者

が顔を合わせる機会を設ける形でよいか。      

 

＜総和＞ 

〇地区委員は特に設けなくても顔を会わせる機会があれば良い。地区に限らず、サカトークのような自由参加で

あれば強制でないので、人と交流を深めたい方が参加するのでその方が有意義。（2人） 

〇地区毎に PTA活動を設けても、参加する人が少ない。 

＜五霞＞ 

〇人数が少ない為、役員の仕事がすぐ回って来るから 

＜境＞ 

〇地区毎に分ける必要はない。地区毎に人数に偏りが生じるため。 

〇同じ地区の保護者が集まるのは必要なのですか？まだその必要性が分からない。 

 

（２）人数 

 A 本部役員（現行保護者 10名・職員 5名・計 15名）の人数は、今のままでよいか。  

 

  〇本部役員は対外的な出張等の活動も多く、一人への負担を減らすためにも、現人数は必要。 

〇適当（5人） 

〇人数が多すぎてもまとまらないので、現在の役員さんが１０人でやれると思われるのであればそれで良い。 

〇本部役員経験者です。先生方、保護者の人数、バランスちょうど良かった。 

〇意見や運営方針が偏らないためにも、ある程度の人数が必要 

△専門委員を廃止した場合、もう少し人数が必要であれば無駄がでない程度に増員を検討も。役員の負担が多

すぎるとやる方がいなくなってしまい今後の役員決めが大変になってしまうので、あまり過度な負担にならないよ

 

② 賛成：9５.９％→地区委員は、廃止 

③ 反対： ４.１％ 

 

① 賛成：9５.９％→本部役員の人数は現状維持  

② 反対： ４.１％ 

 



う検討を。 

△研修や活動が少なければ、少人数での活動も可能かもしれないが、コロナ前と変わらない研修や活動を行うつ

もりなら、現行の人数でないと活動できないと思う。みなさん仕事や家庭の事情がある中役員を引き受けている

ので、負担が大きくならないよう、活動内容を含め話し合いが必要。簡単に賛成、反対と意見が言える内容では

ない。賛成とは書いたが、上記の件ができなければ反対。 

△一人当たりの負担が増えないことも大切かと…。 

●仕事内容を再確認して、適切な人数なのか検討した方がいい。 

●削減できるのであれば減らした方が良い。（３人） 

●構成人数が各々抱える負担感によっては増減の余地はある。 

 

B  学年委員は、委員長１名、副委員長２名でよいか。 

 

〇副委員長が専門委員の業務を兼任するなら、2名いると心強いと思う。 

〇各学年３名ずつとなり、保護者の負担削減となると考える。 

〇3人くらいが意見が出やすいし、打ち合わせしやすい。 

〇適当である 

〇基本的には良いが、副委員長は児童生徒数に応じて 1〜2名で良いのでは。 

●副会長 1名【専門委員と副会長兼任⠀】でよい （５人） 

●できればボランティアみたいな感じで、役員は無くしてほしい。 

 

３ 行事について 

  A  PTA総会・後援会総会の実施方法について  ※検討→②で実施  

 

 

 

① 賛成：9７.７％→学年委員は、長 1名、副 2名で  

② 反対： ２.３％ 

 

① 体育館に一堂に会して対面（コロナ前の形を簡略化し

たもの）：１５.１％ 

② 校長や会長の挨拶などは、録画の期間限定配信（QR

コードを読み込んで）で、起案部分は、書面議決でと組

み合わせた形：１７％ 

③ 書面のみの議決（R2〜５と同じ紙面のアンケート形

式）：２３.９％ 

④ 資料を画面で確認しつつ、Google フォーム（QRコード

を読み込んで）の回答・集計：２４.８％ 

⑤ 資料は、紙面で確認しつつ、Google フォーム（QR コー

ドを読み込んで）の回答・集計：19.3％ 



 

①欠席者のみ画面または紙面で確認し集計ではどうか。 

①完全にコロナ禍前に戻れなくても、対面形式を取り入れられたら、保護者は、今年度どんな先生や PTA本部役

員さんなのか、地区や同じバスにはどんな方がいらっしゃるのか、感じられるのかなと。コロナ禍に入ってからは、学

年の保護者の繋がりのみになってしまった印象があるので。 

 →校長挨拶などのほか、職員や本部役員、SB担当者などは、顔写真入りで録画した映像を見られるようにした

いと思います。 

②挨拶の配信と、Google フォームの回答・集計がよい。 

③業務削減のため 

④簡易的な方が良い 

④携帯での返答が難しい方もいる。そういった方は書面でといった柔軟な対応が必要。 

⑤5類になっただけで感染力は変わらないので、今後も感染対策は必要であるため、大人数で集まるのは避けた

方が良い。 

 

B  PTA奉仕作業について   廃止 

 

〇必要な作業があれば積極的に奉仕活動したい。 

〇こういう時に参加しないと、学年以外の保護者の方との交流ができないので、ぜひ実施してほしい。また、どうし

ても、学年ごとで、かたまりやすいので、うまく配置できたらありがたい。 

〇奉仕なので参加出来る方のみになると思うので、毎年行っていれば数年に１回位は参加出来る方もいるのでは

ないかと思います。（2人） 

△暑すぎる時期を避けていただけると幸いです。 

△授業参観と同じ日 

△学校や子ども達のために役に立っているのなら続けたほうがよいが、かえって先生方の負担になっているのなら

見直すべき。 

△内容を簡易的にする。 

△運動会の年のみ実施。（３人） 

●コロナ禍でやらなくても特に問題ないものは無くしていく方向で動いた方が良い。 

●必要のない行事等はカットでお願いしたい。 

●学校で清掃などやってくれる男性がいるから。 

●短い時間の為に、仕事を休めません。（3人） 

 

 

① 実施しなくてもよい：４１.３％  

② 方法を変えて、毎年実施：１５．１％ 

③ 例年通りで、毎年実施：２４.３％ 

④ 例年通りで、隔年実施：13.3％ 

⑤ 方法を変えて、隔年実施： ６％ 



C  PTAバザーについて ※検討→⑤でＲ７から隔年で、ジャージや制服のおさがりシステムのみ実施 

 

〇子供たちのために収益がつかわれるのであれば良いのかなと思います。 

〇毎年楽しみにしているのでやって頂きたい。 

△ジャージなど学校で使用できるもので小さくなって着れなくなったものなどは欲しい方の為にいつでも学校で回

収して頂き欲しい方は見に来てサイズが合うものがあればもらえるというシステムがあるといい。 

 →従来の形のバザーは廃止し、ジャージや制服のおさがりシステムについては、検討したいと思います。 

△さかとくまつりの年のみ。 

△バザーの手間を考えると、任意の集金でもよいのではないか。イオンのイエローレシートのような、他に似たよう

なものがあればよい。駐車場のアルミ缶・段ボール回収だけでもよいのではないか。 

△奉仕作業とは別の日にして欲しい。 

●バザーの品が使い古されたものがあったりして不快、フリマではないので基本未使用品を出品するものではな

いか。バザーに出す品物もないので無理にやらなくてもいい。普通小ではもうバザーは行っていない。 

 ※→使用感のある物のご提供について・・・収集品について明確な規定がなかったため、使用感のある物やノベ

ルティ品等、お預かりした。今年度は初の試みとして、買い求めたい方が任意の値段をつけるフリマコーナーを設

定した。今後は、ご提供いただくお品物に関して注意事項を明記する。 

●有給も無限ではないため、なるべく子供に関わる行事(授業参観、運動会以外廃止してほしい)だけに。 

●必要性が無い。 

●個人的な事で申し訳ありませんが、毎年ですと、バザーに出せるものがたいしてありません…。（3人） 

●バザーに出すのが、経済的に厳しい家庭もあるので。 

●保護者の負担になっている場合は、実施しなくても良いのでは。 

 

D あそびすくーる〜親子フェスタについて  毎年実施で、内容を検討し選択制など取り入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

①内容もよく、できる限り参加したい。 

①好評な行事は継続してほしい。（2人） 

① 実施しなくてもよい：３４.４％ 

② 方法を変えて、毎年実施：９．２％ 

③ 例年通りで、毎年実施：３７.２％ 

④ 例年通りで、隔年実施：１３.８％ 

⑤ 方法を変えて、隔年実施：５．５％ 

① 例年通りで、毎年実施：４８.６％  

② 方法や内容（種目・人数）等を変えて、毎年実施 

：２５．７％ 

③ 実施しなくてよい：２５.７％ 



①いつも、楽しい企画、運営ありがとうございます。 

②地区 Pの活動と組み合わせた形にしてはどうか。 

②先生も、たくさんいらしてくれたら、ありがたい。 

③感染対策がしっかりとしていないと行きたくない。わざわざ感染源になるようなところに行きたくない。 

③興味なし 

 

E PTA研修視察について ※検討→②毎年実施で、予算が可能なら、回数を 2回に増やす 

 

①好評な行事は、無くさないでほしい。（2人） 

①研修は必要 

①さかとくは、意味のある研修をしている。 

①色々な親御さんとお話出来るし、参加できる時あれば参加したい。  

①研修視察がなくなってしまったら、就労を考える機会がなくなる。親と職場だけが放り出される。学校としての架

け橋は何の意味もなくなる。 

①研修視察は積極的に参加したい。 

②研修視察は、とても勉強になる良い機会なので毎年一度だけではなく、せめて二、三回はあってほしい。1回だ

けの視察では参加出来ない人もいる。（６人） 

②刺激になるので、やってほしい。施設説明会も大切なので、ぜひ連動してほしい。 

②内容や場所など検討し、必要に応じて実施。 

 

F SAKAとーーーく（PTA情報交換会）について 

 

①ピアカウンセリングの意味からも効果的と考える。（2人） 

①交流の場としてよい。 

① 例年通りで、毎年実施：４０.６％  

② 方法や内容等を変えて、毎年実施：２９．７％  

③ 実施しなくてよい：２９.７％ 

 

① 例年通りで毎年実施：５６.６％  

→2月保護者会に合わせて実施 

② 方法等を変えて、毎年実施：２２．８％ 

③ 実施しなくてよい：２０.５％ 

 

 



①年齢別の親御さんと話せるので参加出来る限りしたい。 

②子供の学年や性別、地区などわかるようにしていただくと、共通点が探しやすい。 

  →簡単な名札を付けるなどの工夫を考えたい。 

②内容の周知がほしい。 

②高等部の保護者の方達との情報交換の場を作って欲しい。 

②毎年、楽しみにしてます！少人数のグループがいいです。人数が多いと、輪になった時に、声が聞こえません。今

年も期待してます。さかとーーくがご縁で、他学年のお母さんと仲良くなれたりします。 

②悩みを相談できる場がほしい。 

②参加者が少ないのが残念 

②参加したことがないので、現状の様子が分からないのですが…障害の程度や特性、目指す卒業後の進路がそ

れぞれ違う子ども達が集まる学校なので、ただ同じ学年だけで集まって情報交換というよりも、テーマを絞って開

催する回があると有意義なのでは。 

③行事は、縮小で 

③情報交換の要素がなかったためやる必要があるのか、疑問である。 

 

G 学年 PTA活動について  

 ※検討→②準備期間に余裕をもって、できるだけ役員さんの負担を軽くする形で実施 

 

 

 

 

 

 

〇唯一の学年の交流の場であると考える。 

 

〇交流の意味で大切である。 

〇子供の障害も皆違うので何かを一緒にするにはとても難しいですが学年の交流が年に１回位あっても良い。 

〇希望者が多ければ。 

△学年委員長、経験者です。理事会で説明してから、計画→実施までが短期間です。私は、みなさんが協力してく

れたので、楽しかったし、乗り切れた。もう少し準備できる時間をとってあげた方がよいかと。 

 →理事会前に、「学年 PTA手引き」を配付し、準備期間を多く設けられるよう改善したいと思います。6月の理

事会では、質疑応答、活動費の配付を行う。 

△学年毎の活動内容や日にちや準備物など決めておき、毎年の計画として定着という形の方が良いのでは。 

△学年ではなく全体で一回にしたらどうか（学年委員長・副委員長負担軽減の為）。 

△交流を深めるという意味ではその必要性はあると思いますが、参加者が少ないと本末転倒なので、如何に多く

の方に参加していただけるかというところが課題。学年委員の負担もけっこう大きいと思いますので、①か②か迷

います。 

△実施するにあたり、土日祝日の実施は職員の参加負担や振替日等もあるので、平日実施に。（長期休業日の平

日であれば職員も勤務日で参加できる）。 

●学年委員さんの負担が大きい。（4人） 

●活動内容が活発だと子供から目を離せずに終わってしまうのでなかなか難しいなーと思いました 

●学年のつながりは、親はそんなになくてもよい。学年より、地区ではないのか。ライバル意識もある。 

① 実施しなくてよい：４６.６％  

② 例年通り学年毎の計画で、毎年実施：４７．９％  

③ その他：５.５％ 



●学年のみんなで集まれるのは、良い機会だと思うが、役員さんの負担になるので、無くても良いかと。 

●参加しない人は（出来ない理由もあると思いますが）割と毎年参加しないのが気になります。（3人） 

●コロナ禍で実施は大変だった。活動費を物品に使うなとか、制限が多すぎる。柔軟に対応しろ。 

  →PTA会則第１６条（学年ＰＴＡ） 学年の会員相互の教養と親交を深めるために設置する。コロナ禍の３年間

は、学年 PTAの対面に代えて物品購入での実施をしていました。PTA会則に則って、従来どおり会費は

対面活動が主体としました。アンケートの結果を踏まえ、再検討します。 

●計画するのが大変。各家庭で色々体験できるから。 

●興味なし 

 

H PTA広報誌の発行について 

  

〇あって良いと考える。（２人） 

〇職員、児童生徒、PTA本部役員の顔と名前は大切だと思う。（２人） 

〇年度初め（職員紹介）と、年度終わり（卒業生のコメント）の２回発行で十分だと思います。（４人） 

〇職員紹介と卒業スペシャルは、楽しみにしている。修学旅行の回も、写真からの情報、大きいです。 

〇たっぷりの写真で学校での子ども達の様子を知ることができ、楽しみにしています。ただ、先生方や役員さんの

ご苦労も分かるので、負担のない規模で続けて下さるとありがたい。 

△今年度より個人情報が厳しくなったと、先生方より説明があった。そのため写真付きの広報誌はこの機会にやめ

て良いと思う。正直に言うが、広報誌見た？と保護者同士での会話の話題に上がったことがない。先生方の顔写

真付きの広報誌も個人情報厳しくなったと厳しくなった今どうかと思うところだが、職員紹介は、子供の学年の先

生方を知る機会であるので必要。コロナ禍で担任以外の先生方との接する機会が少なく、マスクも着用している

ので、職員紹介は必要だと思う。 

△職員紹介号について、保護者にとっても職員にとってもあるとありがたい物だが、以前本校の Googleマップの

口コミに職員紹介号の写真が使用されていたことがあったり、他校でも保護者が旧 Twitterに職員の写真を掲

載するということがあったりした。悪用されることはまれかもしれないが、そのような可能性もあるという危機管理の

意識をもちつつ発行する必要があると感じている。（転載禁止とか、目的以外での使用は控えてくださいとかの一

文を入れる？）。 

△ホームページでアクセス制限を設けてアップしてもよい。 

●学校のホームページで活動がわかるのでもう広報誌は必要ないと思います。無駄な活動は省くという意味でも

不必要だと思う。今は webで十分と思います。（２人） 

 

 

 

①  発行しなくてよい：１１％ 

②  初回の職員紹介号のみ１回発行：２４．７％ 

③  年２回発行：２８.３％ 

④  例年通りで、年３回発行：３６．１％ 



I 学校 HPの中で、PTAのページは、みたことがありますか。 

 

〇様子がわかって良い。 

〇活動写真をもっと見たい。 

〇数年前に見たときはあまり更新されていないようなのでホームページ必要なのかな??と思っていたが、久しぶり

に閲覧して、今年度は更新されているようなので、簡単にこのような学校だとお知らせできるようになっていて大変

良いと思った。 

△夏祭りや、文化教養講習会は、もうないのかと思うとさみしい。ぐるーみんを、やってほしい。 

→夏祭りは、保護者と職員の負担が大きすぎたことと熱中症の危険性が高いことで中止に。文化教養講習会は、

毎回参加者が少なくて中止になりました。コロナ禍で中止になった「おうちでタッチケアぐるーみん」～発達障害

の子どもの体と心をほぐすプログラムは、良い企画だったので、何かのおりに取り入れられたらと考える。 

●個人情報厳しくなったと言う点からしてホームページにも顔写真付きの記事は載せない方が良い。不特定多数

が閲覧できるため、危険である。 

 

４ その他の PTA活動について、ご意見があればお願いします。 

〇いつも子供達の為にありがとうございます。 

〇学校の代表として、他団体や地域とのお付き合いを担って下さっている事に感謝します。 

〇イエローレシートを始め、様々な PTA活動によって子供達や学校の教育活動が支えられていて、とても感謝。 

〇本部役員さんのご意見を伺い、必要であれば例年通りで良いと考える。 

△PTA活動をした経験がある先生、保護者の意見を聞いて、必要なものだけ残せばいい。 

△係の先生方や保護者の方の負担が重くならないようになればよいと思う。 

△活動が多い。挨拶運動は大切な事とは思うが、保護者の負担を考えると、子どもたちだけで実施すればよい。 

△例年実施しているからという考えをなくして、削減できるものは削減して、現場が本業に力を入れることができる

ようにした方が良い。働き方改革。 

△行政機関挨拶周り、イオンのイエローレシートキャンペーン、駐車場のアルミ缶・段ボール回収、各種研修会への

参加、あいさつ運動は、学年副委員でやってもよいのではないか。色んな委員がやったほうがよい。分散して分担

し、本部役員の負担を減らしたほうがよいのではないか。 

※ゆるキャラの作成費が決算報告にありましたか？ 

  →「さかとっくん」は、10周年記念事業積立金から支出しており、令和４年度総会資料 P６で報告しています。 

△これだけの活動内容を行うのに、人数を少なくするというのは無理がある。上記の内容を含めて人数を減らした

ほうがいいのか話し合いが必要。 

●仕事もしている人が多い中やはり PTAの活動自体をもう少し減らすべき。仕事を休んでまで活動に参加するの

は厳しい。 

① よく見ている：１４.２％ 

② 見たことは、ある：６０．７％ 

③ 見たことが、ない：２５.１％ 



（２）PTA活動全般について、その他何かご意見等があれば、お願いします。 

紙媒体でのお知らせを、徐々に学校からメール配信に変えていく予定であること 等 

〇メール配信がいい。メールの方が見やすく見落としが少ない。(７人) 

〇兄弟児の学校に比べれば、さかとくの PTAは無駄なことが少なく有意義な活動が多いと感じる。先生方もご協

力くださるとうかがっており今後も支援していただけると良い。 

〇小中学校のように保護者主体で行ってほしい。メール配信を多用してほしい。 

△入学以降２年経過するが、PTAの活動が何をしているのかよくわからなかった。役員も小学部からの方が立候

補してくれ、特に何をするのかもわからずきている。何をするのか、役員の決め方など入学時に説明があると良い。

→入学時の説明会で、ある程度は、説明しています。また、年度初めに配付している総会資料を見ていただけれ

ば、活動内容や決算報告等の詳細もわかりますし、HPの PTAのページでも写真で活動の様子を紹介していま

すので、ぜひご覧ください。 

△役員の再任があるのか、１年、２年でやった人は３年では免除されるのか、免除されるのであれば知っていたら

自分も立候補していたかもしれない。 

→学年によって、人数もばらつきがありますし、特に、全体として役員の免除システムは決まっていません。学年によ

っては、学年内の決まり事として決めているところがあるのかも。 

△コロナ禍でやらなくても特に問題のない活動はこの機会に無くす方向で動いた方が良い。メール配信等もいい

と思うが、時と場合により紙媒体も使用した方が良い。臨機応変に対応を。意見というか苦情になるが、以前学校

いじめアンケートに意見を書いたが、学校側に都合のよいことしか書いていないアンケート結果が配布されたこと

があり大変不快だった。今回のアンケートも同様の扱いを受けるのではないかと思っている。アンケートを行う以

上、きついことを書かれるのは当たり前。それを受け止めずに受け流すのならばアンケートの意味がない。保護者

を何だと思っているのか、アンケートを行った以上、きちんとすべての意見に目を通す事。保護者からの意見を隠

蔽せず、他の保護者に包み隠さず周知をする。これができなければアンケートを行うな。今回のアンケート結果を

楽しみにしている。 

△委員会の機能や活動を残して、希望者参加型でもよいのでは。但し、必要人数に満たないケース、まったく関わ

らない方も出てくる、といった課題も発生すると思われるので、対策も。 

●保護者によっては、紙媒体も必要。（3人） 

●全てメールにすることには反対である。メールを見ない人の責任になってしまうため。 

●紙媒体は、取っておけるので続けてほしい。 

 

５ 能登半島地震における災害義援金について 

  ・PTA会費から、災害義援金を送ることに 

 

→ＰＴA会費より 10万円を、児童生徒会の募金その他と一緒に、合計 127,956円として、特別支援学校校長

会災害義援金口座宛寄付を致しました。 

① 賛成：9４.８％  

② 反対：５.２％ 

 


